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施 大 事 項 地球温暖化対策に対する取組み

策 中 事 項 自動車交通対策 交通環境部

名 小 事 項 低公害車の普及

[低公害車の普及目標]

政府の普及目標

政府は、「低公害車を２０１０年度までのできるだけ早い時期に1000万台以上

の普及」（「低公害車開発普及アクションプラン」(平成13年７月））の目標を掲

げていたが、国土交通省は、この目標を大幅に前倒しし、各種施策を推進してき

た。 この結果、２００５年9月までに1000万台の目標を突破した。

２６

年 九州の低公害車の普及目標

度 平成１５年２月の「九州低公害車普及促進協議会」で低公害車普及目標が「九州

の 全体で１０６万台、目標年度２００５年度」と設定され、２００５年９月に目標を

計 達成した。また、自動車グリーン税制や環境対応車への買い換え・購入に対する補

画 助制度の導入により、低公害車は急速に普及した。

政府及び九州の普及目標は既に達成しているが、今後とも様々な機会を利用し、

九州経済産業局及び九州地方環境事務所と連携して低公害車の導入を働きかけると

ともに、エコカー減税制度を一般に広く周知し、国、自治体、運輸関係団体、産業

界が官民一体となって、低公害車の普及を促進する。

九州での低公害車の普及状況

平成２５年度においても、九州運輸局では様々な機会を利用し、低公害車の導入

を働きかけた。

２５

年 九州管内では、平成２５年度新規登録台数の８７．１％（約２７万台）が低公害

度 車（軽自動車を除く）となっている。

の これにより、平成２６年３月末現在における低公害車（軽自動車を除く）の保有

計 台数は約１２４万台で、全保有台数の約１０％となっている。

画 また、全国では、平成２５年度新規登録台数の約８１．７％が低公害車（軽自動

と 車を除く）で、全保有台数の２５．７％（約１,２０９万台）となっている。
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